
フルミスト(経鼻型インフルエンザワクチン）と 皮下注射型インフルエンザワクチンの比較

両ワクチンともに、インフルエンザの感染予防や重症化予防に同等の効果があるとされています。
フルミストは、弱毒化した生ワクチンを鼻粘膜に接種しますので、本当のインフルエンザウィルスが侵入してくる部位に

IgAという抗体をあらかじめ作り、その侵入を阻止しようとします。また、全身の免疫も活性化してIgGという抗体も作りま
す（こちらは皮下注射型でも作られます。）フルミストはこの２つで、注射型より効果がやや長く続くと考えられています。

ただ、生クチンですので、下の表に示すような特徴や、接種できない方もおられますのでご注意ください。

フルミスト（鼻のワクチン） 従来の皮下注射のワクチン

接種方法 両鼻に各0.1mlづつスプレー噴霧 上腕に皮下注射

回数 1回 １2歳以下は２回、１３歳以上は１回

対象年齢
２歳～１８歳

（当院は小児科のみの実施のため、中学生まで）
生後６か月以上

ワクチンの種類 弱毒化生ワクチン 不活化ワクチン

メリット 痛みがない 免疫抑制のある方、妊婦さんも接種可能

デメリット
鼻、のどの痛み(50%-60%), 発熱(10%以下）

などの症状がでることがあります
痛みがある,　注射部位が腫れるなど

その他

免疫不全状態の方、妊婦さん、重度の喘息の方は

接種はできません。

ゼラチン、卵、鶏肉のアナフィラキシーのある方はで

きません。（当院は上記のアレルギーの方は、原則す

べて接種を見合わせています。）


